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 お 問 合 せ   愛知県芸術劇場（公益財団法人愛知県文化振興事業団）  

 

 

2018 年 3 月 16 日 （金） 

愛   知   県   芸   術   劇   場 

（公益財団法人愛知県文化振興事業団） 

広報・マーケティンググループ 

☎ 052-955-5506 

 

広報・マーケティンググループ（武石） 企画制作グループ（唐津・上林） 

〒461-8525 名古屋市東区東桜 1-13-2  ☎ 052-955-5506  Fax 052-971-5541 

Mail： mkt@aaf.or.jp           http://www.aac.pref.aichi.jp/ 

 

平素より愛知県芸術劇場の活動につきまして、ご理解・ご支援賜りありがとうございます。 

さて、見出しのとおりプレスリリースを送付いたします。 

ご多忙中恐縮ですが、ご一読の上、ご取材等いただければ幸いです。 

 

（Ｃ）吉井秀文 



 

4月7日（土）、8日（日）に小ホールで『緑のテーブル2017』を2018年度の 

ミニセレシリーズ第一弾として上演いたします。 

本作の元となった『緑のテーブル』は、ドイツ表現主義舞踊の権威クルト・ 

ヨースの振付により、1932年に発表された現代舞踊史の原点と言われる作品です。 

当時のナチス台頭に対する強いメッセージ性をもち、「反戦バレエ」とも呼 

ばれ、戦後に現代バレエの古典として世界各地で数多く再演されてきました。 

本作は、激動の歴史に深く関わったこの『緑のテーブル』からインスピレー 

ションを得て、原作の振付や音楽を一切使わず、新たに創作されました。 

創作の目的は、原作振付の再現ではなく、これほど長く再演を続けてきた 

作品の「命」を考え、未来への舞踊について考えることにありました。振付は、 

神戸を拠点に活動するアンサンブル・ゾネ主宰の岡登志子、出演はアンサンブル・ゾネに加え、舞踏のパイオニア

の一人でもある大野慶人、多方面に渡り活動する垣尾優、佐藤健太郎を据えて上演します。現代の日本で、“今を生

きるわたしたち”に、観てもらいたい舞踊です。 

ピナ・バウシュが師事した 

クルト・ヨースによる『緑のテーブル』を新たに創作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原作「グリーンテーブル」 振付・演出 クルト・ヨース  

緑のテーブルを囲んで怪しげな会話をする男たち。激しい言い争いの後、戦いの火ぶたが切られ、殺し合いが始ま

る。別れ、戦闘、難民、享楽、残されたものたち。様々なドラマが展開する中、骸骨の「死の舞踏」が踊られる。

1932 年に国際ダンスアーカイヴの公募受賞作品として上演され、その後の現代舞踊の発展に大きな影響を与えた。

コンテンポラリーダンスの振付家ピナ・バウシュもフォルクヴァング芸術大学でクルト・ヨースに師事している。

ドイツ表現主義舞踊に傾倒した若き日の大野一雄にも大きな感動と激励を与えた。 

 



   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公公 演 情 報  

  

岡登志子 略歴 

神戸生まれ。ピナ・バウシュが学長を務めていたドイツ NRW 州立フォルクヴァング芸術大学舞踊科卒業。神戸に 

拠点を置き、コンテンポラリーダンスのカンパニー、アンサンブル・ゾネを主宰する。年一回のペースで神戸で振

付作品を発表し、名古屋、東京でも上演する。また、音楽家・高瀬アキ等との即興公演も行っている。近作に、「迷

い」(2014)「となりのシグナル」(2016)。2014 年に神戸長田文化賞受賞。 

 

関連企画 

○『緑のテーブル 2017』トークイベント―ドイツ表現主義と「緑のテーブル」― 

   公演に先駆け、作品への理解をより深めていただくため、トークイベントを開催します。 

3 月 20 日（火） 19:00～20:30   ビデオルーム(愛知芸術文化センター地下 2 階アートプラザ内) 

 第１部 「ドイツ表現主義とは？」講師：新野守広( 立教大学教授)  

a 第 2 部 「緑のテーブル」とは？ 出演者：岡登志子（アンサンブル・ゾネ）、新野守広、唐津絵理( 愛知県芸術劇場) 

○ 岡登志子ダンスワークショップ in 愛知 

4 月 5 日（木）  14:00～16:30  小ホール 

ドイツ表現主義舞踊で培われたダンスメソッドを中心に、重心・呼吸・空間を意識した身体表現の可能性 

を探ります。 

公 演 名：アンサンブル・ゾネ『緑のテーブル 2017』 

日  時：4月 7日（土） 19:00 開演 

8 日（日） 14:00 開演 ※開場は開演の 15 分前     上演時間約 60 分 

会  場：愛知県芸術劇場小ホール 

入場料金：一般 3,000 円  U25 2,000 円  ペア  5,000 円 （2名 1組 前売のみ） 

販売場所：○愛知県芸術劇場オンラインチケットサービス   

       http://www.aac.pref.aichi.jp/gekijyo/syusai/ 

         ○愛知芸術文化センター内プレイガイド（10:00～19:00） ☎052-972-0430 

      ※土日祝は 18:00 まで。月曜定休、祝休日の場合は翌平日。 

          ○アンサンブル・ゾネ TEL 0797-38-7335 http://ensemblesonne.com 

出  演：大野慶人、垣尾優、佐藤健太郎、伊藤愛、桑野聖子、糸瀬公二、文山絵真  

     中村萌、稲手雅、岡登志子（振付）、他 

主  催：アンサンブル・ゾネ、愛知県芸術劇場    協  力：NPO 法人ダンスアーカイヴ構想 

お問合せ：愛知県芸術劇場 ☎052-955-5506（10:00～18:00） FAX 052-971-5541 

〒461-8525 名古屋市東区東桜 1-13-2   Mail： mkt@aaf.or.jp 

（C）松本和幸 


